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保健福祉常任委員会 副委員長

決算特別委員会　理事

見沼田圃将来ビジョン特別委員会 委員

都市計画審議会　委員

コンパクトなまちづくりに対応した土地利用検討委員会　委員

総務局所管分野

１） 職員提案事務について

２） 職員のメンタルヘルスケアについて

３） ＰＦＩ推進事業について

４） 荒川堤防決壊時などの水害対策について

選挙管理委員会所管分野

１） 期日前投票所の拡充について

経済局所管分野

１） さいたま市ニュービジネス大賞について

２） インキュベーション事業について

３） 企業誘致の成果と経済効果について

４） 商店街街路灯の管理について

都市局所管分野

１） 住民は発意による地区計画について

２） 新公共交通システム（LRT）について

３） 埼京線運行時間の延長について

４） 開発行為における緑化指導について　など

　9月議会では、民間人専門家を加えた市長直轄の行財

政改革推進本部を設置するための条例や、懸案となって

いた副市長人事が可決されました。副市長に就任された

のは総務省出身の五味祐一審議官（41）、職員OB小林

敏元政策局長の2名です。

　しかし、6月議会に提出され継続審査となっていた市

長自らの任期を3期までとする多選自粛条例は否決。自

らの退職金を５０％カットしようとする条例案は、引き

続き閉会中の継続審査となってしまいました。

　さいたま市議会では、市長選挙や衆議院選挙の影響、

正副議長選挙や議会運営などの対応を巡り、新たな会派

の結成や会派の合流が行なわれました。

・自民党さいたま市議団から3名、彩政会から１名が会

　派を離脱し、新たに さいたま未来の会を結成。

・自民党さいたま市議団と彩政会が合流。

　私たち民主党・無所属の会さいたま市議団は、平成

22年度の予算編成

にあたり、より積

極的な施策の実行

を求める立場から、

６５項目にわたる

施策要望と提案事

項をとりまとめ、

市長に提出いたし

ました。

自由民主党さいたま市議会議員団　　　　２０人

民主党・無所属の会さいたま市議団　　　１３人　　

公明党さいたま市議会議員団　　　　　　１１人

日本共産党さいたま市議会議員団　　　　　８人　　

みどりの風　　　　　　　　　　　　　　　６人

さいたま未来の会　　　　　　　　　　　　４人　　

無所属　　　　　　　　　　　　　　　　　２人

さいたま市議会 会派一覧

阪本かつみ 決算特別委員会での主な質疑

さいたま市議会 新たな会派構成

予算編成並びに施策に対する提案



さいたま市議会議員

阪本 かつみ http://www7a.biglobe.ne.jp/ ̃ sakamoto-k

E－mail sakamoto－k@kfx.biglobe.ne.jp

〒338－0836さいたま市桜区町谷3－24－15連絡先：
FAX  048－710－4023TEL  048－710－4022

こどもに「夢」を！　お年寄りに「安心」を！　
市政に関するご意見・ご要望をおよせください。

　平成２０年度さいたま市一般会計・特別会計の決算状況は、実質

収支額93億円の黒字を出し、実質収支比率は2,１％です。また、

各種財政指標が他政令市と比較しても健全な水準を保っています。

　昨年から実施された財政健全化比率でも国の基準を大きく下回っ

ていることなど、さいたま市の財政状況は今のところ堅調といえま

す。

〔一般会計〕

  　歳入総額　　　４，２５７億１千２百万円

　　歳出総額　　　３，９８３億９千１百万円

　　実質収支額　　　　　５１億５千５百万円

〔特別会計〕 国民健康･老人･介護保険事業後期高齢者医療事業、

　　　　　　　各種区画整理事業など１８会計

歳入総額　　　１，７８５億７千４百万円

歳出総額　　　１，７４３億３千７百万円

実質収支額　　　　　４１億５千３百万円

※さいたま市の歳入の52％にあたる2215億円は市税です。

　しかしながら、景気の悪化に伴う雇用情勢の悪化などから、

　徴収することができなくなってしまった市税は9億円にもおよび、

　その収入未済額（滞納額）は122億にもなります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最近の禁煙ブーム

　により前年比約２億円の減収となっています。

　決算委員会の審査を通じ、市立病院納入業者による不正請求が

過去7年間にわたり行なわれ、市が被った損害額は約４941万円

になることが明らかになりました。

　不正請求が発生したことは、納品時のチェック体制の甘さにあ

り、市立病院にも責任の一端があったと言わざるを得ません。

不正請求が見過ごされてきた業務のあり方については、市民から

の不信を招くものであり、あってはならない重大な問題として受

け止め、再発防止策を強く求め、不認定としました。

　市が購入した盆栽が枯死してしまった問題や、市立病院へ医療器具を納入していた業者が不正請求を行なっ

ていた問題については、地方自治法第98条1項を適用し、通常の審査に加え議会の権限である調査権を発動し、

より詳しい資料の提出を求め、今後も厳しく検査を行ってまいります。

市　税
221,501,883
52.0％

歳入

諸収入
24,279,464
5.7％

繰入金
14,793,901
3.5％

国庫支出金
61,635,726
14.5％

自主財源
その他

28,852,761
6.8％

市　債
34,813,871
8.2％

県支出金
10,322,395
2.4％

依存財源
その他

29,512,644
6.9％

歳出

土木費
22.9％

民生費
106,411,502
26.7％

土木費
91,206,225
22.9％

総務費
47,263,594
11.9％

衛生費
44,648,397
11.2％

公債費
42,678,420
10.7％

教育費
38,968,020
9.8％

消防費
13,661,836
3.4％

その他
13,553,559
3.4％

一般会計の歳入・歳出内訳
（単位：千円）

さいたま市 平成２０年度 決算状況について

さいたま市立病院 事業会計は不認定

地方自治法弟９８条第1項の適用

（市税のうちタバコ税は約68億5千万円で、

）


